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歯科技工部門の田中正信と申します。歯科技工
部門の技工業務等のトピックスは他の技工部門の
方にお任せして、平成24年度 1 号の続きとしまし
て私自身の趣味について書かせていただきます。
私の趣味それは「主に自転車」です。東京医科歯
科大学勤務時に通勤手段として自転車を始めてか
ら、新潟大学の勤務になり更に拍車がかかりま
す、医科歯科時代は組み立てなどの機材重視でし
たが自転車に乗ること自体に楽しみ方が変化して
いき学内外に自転車仲間ができる幸運にも恵ま
れ、お誘いもあり佐渡ロングライドなどのイベン
トにも参加するようになっていきます。楽しみ方
が自転車に乗ることに変化した事で困ったことに
気付きます、「冬の雪です」マウンテンバイクも
ありですが20㎝も積雪すれば走行困難。そこで新
しいアクティビティはないかなと考えて出た答え
がスノーシュー（かんじきです）でした。早速購
入です、ですが使い方（楽しみ方）やどんな装備
にすればいいのか分かりません。調べましたらイ
ベントがありました手持ちのスキーウエアと新品

のスノーシューで参加、周回コースで計 6 キロ、
薄着のランナー派もいれば厚着の冒険者風もいま
す。スタートすると大半の参加者が走り出し姿が
見えない状況に私を含むマイペーサーは10人程で
す。スローペースでも汗が止まりません服装の選
択ミスです、あまりの暑さにウエアをぬいでいる
とトップに周回遅れにされてしまいました、トッ
プを観察するとスノーシューも私の物と違う！後
で知ったのですがランニングモデルの存在を！！
結果はほぼ最下位でしたが懲りずにスノーシュー
イベントに参加し続けていると自転車用のウエア
に防寒をプラスする装備が無駄なく快適だと気付
きます、毎回ほぼ最下位は変わらないのですが、
知り合いも増えていき楽しめてきます。年間を通
して外遊びできる感じになりました。最近は恩返
ししたい思いもり自転車やトレイルランニングの
イベント、ボランティアにできるだけ参加してい
ます。読者の皆様、心身の健康ためにも新しい趣
味に挑戦してみませんか。
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医療技術部歯科技工部門の荒井秀明です。よろ
しくお願いします。

まず少しだけ自己紹介を。といっても 2 回目な
ので繰り返しなところもあると思いますがお付き
合いください。出身は群馬県です。高校卒業後新
潟の技工士学校へ入学、就職は富山県の歯科医院
やラボを経て当院中央技工室に勤務し現在に至り
ます。

高校の部活は空手道部で“全国制覇”なんても
のを目指して毎日練習に明け暮れていました。な
ので立体駐車場のところを通るときにたまに道着
を着ている学生を見かけたり、開いてる窓から聞
こえてくる基本練習や打ち込みの声が聞こえてく
ると、一人すごく懐かしく感じています。今年は
下の子も小学校に入学し10年近く通った保育園の
送り迎えも終わり少しは楽になるかと思いきや、
学校に行きたがらないのをなんとか学校まで連れ
ていったり多少大きくなったとはいえすぐ熱を出
す子供の特徴は変わらず、お迎えや通院などを頻
繁に繰り返している日常です。そんな感じなの

で、急遽休みを取らなくてはならないときにも快
く休みを取らせてもらえ子供のところに行ってあ
げられるというのは大変ありがたく、今の職場に
は感謝しかありません。

さて、当技工部門ですが昨年の春に新たな仲間
が 2 人加わり令和 6 年11月現在 6 名の技工士が在
籍しております。一般的な技工物のほか放射線治
療用シーネや顎骨 3 Dモデル、医歯学連携の気管
内挿管時に用いる歯牙保護シーネなど大学病院な
らではの多岐にわたる様々なものを製作していま
す。

私が歯科技工士になってから早いものでもう20
年になりました。そして、CAD/CAM機器の導
入により私が働き始めた頃と歯科技工の世界も大
きく変わったと思われます。デジタル機器は日々
アップデートされ、歯科材料もどんどん新しいの
もが出てくる中で私も技工士としての技術を磨く
とともに常に新しくなるデジタル技工のスキルや
知識を身に着け続けていかなければいけないもの
だと強く考えています。
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